




環には， やわゆる夏眠の現象があり， これが研究を進める上に一つの障害となっている. すなわち
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実 験 1 B及びD区では後述するよう仁上記の実験期間中全〈産卵が行われなかったので，
上記の実験に引続き 11月19日から両区を次のよう仁それぞれ二分し， 飼育も径 6cmのさノャーレ
仁1頭ずつの個体飼育とした.
温度 (OC) 照明時間 (hrs) 供試虫数
Bl~a 20 8 10 
lBb 20 16 10 
D~~ 25 8 12 



















Aug. 18-0ct. 20 3.2 






















































A. 20' C， 8hrs ilIuminated 
C.25・C， ~ 
E. Control 









実 験 1 結果は第2及び3表仁示すとおり，照明時間を16時聞から8時間仁切替えた




















Dec. 24-Feb. 10 








































































































卵巣の発育 実験Eの終了後，各個体を解制して卵巣の発育状況を観察した結果， Ba， Da 
両区ではすべて卵巣は充分仁発達し，多数の成熟卵が認められたが， Bb， Db両区では，全個体，
ほとんど未発育の状態にとどまり，さらに， Db区の1個体を除き， Ba， Da両区に比較して脂肪
組織がいちじるしく発達しているのが観察された.
































月 日 I 群 E 群 備 考
cm~/g/hr cm'/g/hr 
May 20' 54 1.657.7 1.331.1 
June 5 1.096.6 323.8 June 1すべての個体が摂食を停止した
June 20 255.3 209.8 June 20以後の下旬から少量の摂食が行われた









1952， Lees 1955，三回1955，正木1955，1956). 
したがって夏期仁休眠するヤサイゾウムジの場合同士，その逆，すなわち適当な高温及び長田仁よ
って休眠中の発曹が進み終了し，その後は短日及び低温仁よって卵巣発育への内部的発育がなされ



























温---度、 1st 2nd 日 Jan.25 26 
一一一
250C 12.3 18.4 
20 6.9 9.0 
15 2.8 1.9 
10 0.4 0.1 
戸 外〈対照〕 0.0 0.0 




9rd 4th 5th 
27 28 29 
17.7 13.1 17.3 
8.5 6.7 8.9 
2.2 1.9 1.5 
0.7 0.2 0.5 
0.1 1.0 0.0 











短目 (おそらく低温も7が強く働くが， 一度産卵を開始した後の晩秋から翌春までの時期は， 短
日条件下仁あるので，この聞は，温度がその外的因子の主力となり，ある限界温度以下では高温ほ
-223-' 
ど卵巣の発育を促進し， 産卵能力を高めること仁なるのであろう. そして， 春から夏にかけて，きら
lこ気温が上昇し， 日長時間も長くなり， つい仁産卵を停止し. 再び休眠仁はいるものと思われる.
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